
令和５年度 人権施策の評価（進行管理方針に基づく） 

人権施策推進本部  

 

１ 進行管理の視点（人権施策推進に係る指針より） 

○人権尊重の精神に基づいた行政運営（事業計画の策定や実施）が行われているかどう

か。 

○市民と行政のパートナーシップ（市民との協働関係）が構築されているかどうか。 

○効果的な進行管理体制が構築されているかどうか。 

 

２ 令和５年度進行管理方針とその評価 

（1）行動計画を推進し、日々の業務に反映すること 

人権の問題領域を反映した行動計画（342件）について、各課において評価を実施し、

約９割（89.2％）の計画において成果が確認されました。成果等は調査報告書のとおり

となります。 

 

（2）人権施策進捗状況調査を実施すること 

342件の行動計画の進捗状況及び課内人権研修実施状況を調査し、今後の人権施策の検

討を行いました。 

 

※各課人権施策推進員が調査を行いました。 

 

（3）職員及び市民の人権意識を高めること 

①人権施策推進員研修の充実 

 オンライン研修や資料の配布を行い、研修の推進を図りました。 

 

②全課での職場内研修の推進 

人権施策推進員が中心となり、116課（100％）で実施されました。 

 

 



③人権研修の推進 

新規採用職員研修において人権施策の説明等の研修を行いました。また、各団体が

主催する研修会、講座へ参加しました。その他、各団体が実施する講演等についての

情報提供を行いました。 

 

④人権情報提供の推進 

職員向け人権啓発情報紙「ヒューマンライツまつど」を、各個別分野に理解の深い人

権施策進捗状況評価委員を構成する各課の協力を得て、3カ月に1回発行しました。 

また、課内研修のための視聴覚教材等の整備及び提供に努めました。 

 

⑤市民向け人権講演会の実施及び充実 

 人権週間（12月4日～10日）にあわせ、人権講演会を実施しました 

令和4年12月2日（金）～令和5年1月20日（金）オンライン開催 

「私たちはなぜ生まれてきたのか？小説「あん」でハンセン病回復者の人生を

描いた意味」（講師は明治学院大学教授、作家・歌手のドリアン助川氏） 

 

（4） 人権施策についての問題･課題を調整・検討すること 

令和5年4月1日にパートナーシップ宣誓制度を拡充し、ファミリーシップ制度を導入し

ました。また、利用している方々の負担を軽減するため、同年7月11日に「パートナーシ

ップ・ファミリーシップ制度に係る都市間連携に関する協定」を締結し、千葉市、市川

市、船橋市、習志野市、柏市及び松戸市の６市間で転入・転出する場合の手続きを簡素

化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和５年度 人権施策進捗状況調査結果について（報告） 

 

１ 調査目的  令和3年度に各課で策定された行動計画(各課業務に人権の視点を取り入

れた行動計画)に基づく各種の人権施策の実施状況の評価を行い、職員一人

ひとりの人権意識を高め、人権施策をより一層推進すること。 

 

２ 調査対象期間 令和4年10月1日～令和5年 9月30日 

 

３ 調査実施期間 令和5年10月1日～令和5年10月20日 

 

４ 調査方法  各所属の人権施策推進員が調査を実施し、提出。 

 

５ 周知方法  令和5年10月1日付けで公開羅針盤の掲示板にて各課へ調査依頼をしました。 

 

６ 調査結果【別冊資料を参照】 

（１）既存行動計画の評価 

ア 既存行動計画の、人権の問題領域の関連状況 

大きく関連している   251件／342件（73.4％） 前年248件／340件（72.9％） 

    少し関連している     87件／342件（25.4％）     88件／340件（25.9％） 

    ●総数 342 件中 338 件（98.8％）について「人権の問題領域に関連している」と

している（前年 98.8％）。 

 

   イ 既存行動計画の達成状況 

    大きな成果が出ている  133件／342件（38.9％） 前年138件／340件（40.6％） 

    少し成果が出ている   172件／342件（50.3％）    167件／340件（49.1％） 

    ●総数 342 件中 305 件（89.2％）について「成果が出ている」としており、高い

達成割合を示している（前年 89.7％）。 

 

   ウ 既存行動計画の今後の方向性 

    継続   316件／342件（92.4％） 前年 325件／340件（95.6％） 

    見直し   14件／342件（ 4.1％）      10件／340件（ 2.9％） 

    終了    12件／342件（ 3.5％）      5件／340件（ 1.5％） 

    ●総数 342件中 316件（92.4％）の既存行動計画は継続していくとしている。 

    ●見直しおよび終了については、計画目標の終了や再設定等となっている。 

 



   エ 基本方針別に細かく見た場合 

    ●全体（342 件）の内訳は、「人権を尊重した行政の推進」154 件（45.0％）、「人

権啓発・教育の推進」60件（17.6％）、「相談・支援体制の整備」126件（36.8％）、

「その他」2件（0.6％）となっている。 

    ●各問題領域に共通では、「人権を尊重した行政の推進」の割合が高く、154件の

うち 102件（66.2％）となっている。 

    ●各個別の問題については、「性差別（男女）の問題」「子どもの問題」及び「被

差別部落出身者の問題」では、「人権を尊重した行政の推進」や「人権啓発・教

育の推進」の割合が多く、人権侵害の予防的な対策が主となっている。 

●「高齢者の問題」「障害のある人の問題」及び「外国人の問題」では「相談・支

援体制の整備」の割合が高い傾向があり、人権侵害の事後的な政策が主となっ

ている。 

    

  （２）新規行動計画 

   新規総数  15件 （昨年 11件） 

    ●既存行動計画の見直しに伴う計画目標値の再設定など、現状に即した内容に変

更しているものが多く見受けられた。 

 

（３）課内研修実施状況 

全所属で実施された。実施方法としては、研修報告書の回覧等に留まっている状

況が多く見受けられた。また、人権関連ＤＶＤ等の視聴等を行ったところもある。 

 

  （４）人権施策事例報告書の結果 

     業務の中での取り組みの事例が 1件、職場の人間関係に関する事例が 1件報告さ

れた。なお、職場での対市民や職員間でのトラブル事例の報告はなかった。 

 

７ 総括 

人権感覚の醸成は日々の業務に直結する課題であり、さまざまな人権課題が増加し

ております。課内研修について、すべての課で何らかの方法で実施されておりますが、

各職員の人権意識の向上を図るためにも、今後も人権施策推進員を中心として課内研

修を継続することが重要だと考えます。 


